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私どもは最近当院中央臨床検査室へ送られた臨床材料

から分離した各種病原細菌について,Nafbillin (NF-PC)

感受性を寒天平板稀釈法で測定,同 時に従来のPC剤 で

あるPC-G, MCI-PCに 対する感受性をも測り, NF- PC

の抗菌力をこれらPC剤 のそれと比較した。

1. 実験材料および方法

1) 供試菌株

1969年後半に順天堂病院中央臨床検査室で各種臨床材

料から分離した下記菌株を供試した。

菌 種 株数

Staph. aureus 155

Staph. epidermidis 52

溶血レンサ球菌 78

Haemophilus influenzae 34 

H. parainfluenzae 5 

H. parahaemolyticus 14 

Proteus 53 

Morganella 17 

Rettgerella 6 

Peptococcus 6 

Peptostreptococcus 2 

Clostridium perfringens 2

嫌気性コリネバ クテ リウム

および嫌気性グラム陽性桿菌 5

Veillonella 2 

Bacteroides 8

計 439

2) 感 受 性 検 査 法

本 学 会 標 準 法1)の 寒 天 平 板 稀 釈 法 に よ り,NF-PC,

PC-G,MCI-PC感 受 性 を 測 定 し,Staph.aureusの 一 部

お よびStaph.epidermidisに つ い て は,さ らにCER感

受 性 を,Haemophilus属 につ い て は,さ らにAB-PC感

受 性 を 測 定 し た。 薬 剤 の 濃 度 は100mcg/mlよ り2倍 稀

釈 と した。 そ して 溶 血 レ ン サ球 菌 で は5%ヒ ツジ 脱 線維

素血液加 Heart Infusion Agar, Haemophilus 属ではチヨ

コレー ト寒天(ヒ ツジ脱線維素血液,Heart Infusion

Agar使 用),嫌 気性菌では5%ヒ ツジ脱線維素血液加

Liver Veal Agarを 使 用した.Proteus5で は遊走を防 ぐ

ためにHeart Infusion Agarの 寒天濃度を3%と した。

その他の菌種ではHeart Infusion Agarを 用いた。な

お嫌気性菌の場合はスチールウール法で嫌気的に培養し

た。

判定は,好 気性菌の場合は18～24時 間後に行ない,嫌

気性菌では48時 間後に行なつた。

2. 実 験 結 果

1) ブ ドウ球菌

Staph.aureus 155株 のNF-PC感 受性は表1の 如く,す

べて0.78mcg/mlで 発育を阻止された。このうち53株

とstaph.epidermidis 52株 のNF-PC, MCI-PC, PC-G,

CER感 受性は表2の ごとく,PC-G耐 性株もすべて,

NF-PC,MCI-PC,CERに は感受性であつた。NF- PC

とMCI-PCの 抗菌力を比べると,多 少NF-PCの 方が

強いように考えられる。しかしこれら両剤よりもCER

の方が抗菌力が強い。

2) 溶血 レンサ球菌

78株 の感受性は表3の 如 く,抗 菌力はPC-Gが 最 も強

く,NF-PC,MCI-PCの 順である。そしてこれらPC剤

に耐性と考えられる菌株は検出されなかつた。

3) Haemophilus 属

H. influenzae 34株, H. Parainfluenzae 5株,H. Parahae-

molyticus 14株 のNF-PC, MCI-PC, PC-G, AB-PC感

表1 Staphilococcus aureus のNEPC感 受 性

註 Staph. aureus 209P株 のNF-PC感 受 性 は

0.78mcg/ml
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1. Staph. aureus 53株

2. Staph. epidermidis 52株

受 性 は 表4の 如 く, AB-PC, PC-Gに 比べ る とNF- PC,

MCI- PCの 抗 菌 力 は著 し く弱 い。 そ してNF- PCと

MCI- PCの 間 に は 殆 ど抗 菌 力 に差 は 認 め られ な い 。

なおHaemophiltts属 内 の菌 種 間 で は,H. ParainLleuenzae

は,菌 株 数 が 少 ない の で よ くわ か らな いが,H.influenzae

とH. Parahaemolyticusで は,PC-Gに は 後 者 の方 が よ り

感 受 性 の もの が 多 く,反 対 に NF-PC, MCI -PCに は 後

者 の方 が よ り耐 性 の ものが 多 い。

1. H. influenzae 34株

表2 Staph. aureusとStaPh. epidermidis の NF- PC, MCI- PC, PC -G, CER感 受 性

表3 溶 血 レ ンサ 球 菌78株 の NF- PC, MCI- PC, PC- G感 受 性

表4 Haemophilus属 の NF- PC, MCI- PC, PC- G, AB- PC感 受 性
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2. H. Parainfluenzae 5株

3. H. Parahaemolyiticus 14株

1. Proteus 53株

2. Morganellta 17株

3. Rettgerella 6株

4) Protegs群

Proteus53株, Morganella 17株, Retrgerella 6株 につ い

て の成 績 は 表5の 如 くで,Proteusに はPC-Gに か な り

感 受 性 の高 い 菌株 が あ るが,NF-PC, MCI-PCに は

Proteztsは す べ て 耐 性 で あ つ た 。Morganella, Rettgerella

は3種 のPC剤 に殆 どす べ て 耐 性 で あ つ た。

5) 嫌 気 性 菌

各 種 嫌 気 性菌 に つ いて の成 績 は 表6の 如 くで あ る。

PC-Gが 最 も抗 菌 力が 強 く, NF-PCが これ につ ぎ,

MCI-PCが 最 も 弱 い。PC剤 は 好 気 性 菌 の場 合 と同 様,

グ ラム 陽性 球 菌 お よび 桿 菌 に 強 い 抗 菌 力 を 示 すが,グ ラ

ム 陰 性球 菌(Veillonella)の 中 にはNF-PC, MCI-PCに

耐 性 の株 が 見 られ た 。 また グ ラ ム陰 性桿 菌(Bactereides)

の 中 に は 感受 性 の高 い株 もあ るが,一 般 に本 菌 に対 す る

PC剤 のMICは 大 きい 。

表5 Proteus群 のNF-PC, MCI-PG, PC-G

感受 性
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1. グ ラ ム 陽 性 球 菌8株 (PePtoceecus 6, PePtestrePtococcus 2)

2. グ ラム陽 性 桿 菌7株 (Cl. Perfringens 2,コ リネバ ク テ リウ ムそ の 他 5)

3. Veillonella 2株

4. Bacteroides 8株

3. 考 案

私どもは臨床材料から分離した各種病原細菌に対する

NF-PCの 抗菌力を他のPC剤 (主としてPC- G,

MCI-PC)と 比較したところ, NF-PCはMCI- PCと

類似した抗菌スペク トルを示すことがわかつた。そして

菌種によつて多少の差はあるが,NF-PCの 方がMCI- PC

よ りも少しばか り抗菌力が強いように思われる。

NF-PCはMCI。PCと 同様に,PC- G耐 性 ブ ドウ球

菌にも強い抗菌力を示す。溶血レンサ球菌に対しては,

NF-PCは 強い抗菌力を示すが,PC-Gと 比べるとその

抗菌力は劣つている。嫌気性グラム陽性球菌および桿菌

に対しても,NF-PCは かなり強い抗菌力を示すがPC-G

に比べると劣る。

グラム陰性桿菌に対しては,NF-PCは 殆んど無効と

考えられ,Pretetis, Haenophilus属 の中にはPC-Gに か

なり感受性の高い菌株があるが,NF-PCに は これらの

菌株も殆ど耐性であつた。なおHaemophilus属 の中で,

菌種により,PC-G感 受性に差のあることが知られてい

る2)が,NF-PCに 対 しても菌種によつて多少の差があ

るように思われる。

表6 嫌 気 性 菌 の NF- PC, MCI- PC, PC- G感 受 性
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4. 結 論

私どもは1969年 後半に当院中央検査室で臨床材料から

分離した各種病原細菌439株 について,NF-PC感 受性

を測定し,本 剤とPC-G,MCI-PCな どの抗菌力を比較

した。

NF-PCはMCL-PCと 同様の抗菌スペクトルを示す

が,抗 菌力はMCI-PCと 同 じか,多 少強いように思わ

れる。

本 研 究 の 要 旨 は第18回 日本化 学 療 法 学 会 総 会新 薬 シ ン

ポ ジ ウ ムに お い て報 告 した。
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Four hundreds and thirty nine strains of various pathogens, including Staphylococcus aureus, Staphylococcus

epidermidis, hemolytic Streptococci, Haemophilus, Proteus, Morganella, Rettegerella, and several species of anaerobes 

were tested for their in vitro susceptibility to nafcillin and other penicillins, by a plate dilutionmethod. 

Nafcillin is very effective for staphylococci, hemolytic streptococci, and anaerobic gram-positive cocci and 

bacilli, but ineffective for gram-negative bacilli. 

Nafcillin has a similar antibiogram as methylchlorophenylisoxazolyl penicillin, and its antibacterialactivity 

is rather stronger than the latter.


